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松原市教育委員会２月定例会 議事録 

 

１．日  時   令和４年２月１６日（水） 午後４時００分 

 

２．場  所   松原市役所 ３０１会議室 

 

３．付議事件等   

（１）議 案   第３号  令和３年度松原市一般会計補正予算（第１２号）について 

         第４号  令和４年度松原市一般会計予算案について 

         第５号  令和４年度松原市教育委員会教職員人事に係る大阪府教育

委員会への内申について 

         第６号  松原市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規

則の制定について 

 

出席委員   美濃教育長 栗崎教育委員 田中教育委員 佐野教育委員 

 

事務局        宮本教育総務部長 浦井理事兼教育政策課長事務取扱 横田学校教育部長 

坂野市民協働部長 中瀬福祉部長 伊藤理事兼福祉部次長 

田中教育総務部次長兼文化財課長 森岡副理事兼学校給食課長  

山森学校教育部次長 北野市民協働部次長 村上子ども未来室長 

田中教育総務課長 幸教職員課長 森教育推進課長 前崎地域教育課長 

矢野教育研修センター長 大宅市民協働部参事 中谷子ども施設課長 
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 それでは、会議に入りたいと思います。 

 ただいまの出席委員は３名でございます。私を含めまして定足数に達して

おりますので、会議は成立しています。 

 これより２月定例教育委員会を開催いたします。 

 なお、市民協働部の手束副理事が欠席との届出がございましたので、御報

告をいたします。 

 １月定例会の会議録につきましては、まだ出来上がっておりませんので、

次回定例教育委員会でお諮りしたいと思います。 

 次に、本日の会議録の署名委員を指名いたします。委員会会議規則第１７

条第２項の規定により、佐野委員にお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

 よろしくお願いします。 

 

 初めに、教育長報告を行います。 

 お手元の資料に基づき、報告をさせていただきます。 

 初めに、１月２５日に第６３回松原市新型コロナウイルス感染症対策本部

会議が開かれました。大阪府全域に、まん延防止等重点措置に基づく要請が

行われたところですが、期間は、令和４年１月２７日から２月２０日で、本

市の対応としては、市公共施設の利用について、閉館の時刻等の変更は特に

ございませんでした。引き続き、感染防止対策の徹底を図るよう周知をした

ところでございます。 

 続いて、１月２８日には松原市文化財保護審議会が開かれ、本市丹南地区

にあります来迎寺、木造阿弥陀如来立像の松原市指定有形文化財への指定に

ついて諮問を行いました。 

 また同日、インターナショナルセーフスクール合同認証式が、会場の松原

市文化会館とそれぞれの学校をオンラインでつなぎ、行われました。今年度

はコロナ禍の影響から、国外の審査員による審査もリモートで行われまし

た。各学校の児童生徒たちは、自分たちの学校の課題を発見し、対策を考え、

実践し成果をつなげていく一連のプロセスを見事にやり抜いてくれました。

本認証式を受けて、市内の２２校全ての学校が国際認証を受けたことになり

ます。これは、市内全校が認証を受けたというのは日本初、世界初でもある

ということでございます。今後も、市内全ての学校で取組を進めてまいりた

いと考えております。 

 続いて２月１日には、本市天美東地区に建造されました老人福祉センター

弁天苑、天美図書館の開館式に出席してまいりました。１階が図書館、２階

が老人福祉センターとなっており、地域の憩いの場として、また災害時の避

難場所として、活用が見込まれているところです。 

 完全バリアフリーで、なおかつ利用者の目線に立った造りになっておりま

して、コンパクトながら非常にいい施設になっているんじゃないかなと思い

ます。 

 次に、２月３日、１４日には、松原学校給食株式会社定時株主総会と、松

原学校給食株式会社連絡会が開かれ、令和４年度の予算と事業計画等につい

て、説明、質疑応答などがございました。 

 続いて、２月９日には、南河内地区人事協議会と南河内地区市町村教育長

連絡協議会が併せて行われまして、令和４年度の教育長協議会の活動予定や
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役割分担、教職員人事等について情報交換を行ったところでございます。 

 新型コロナウイルスが依然猛威を振るっておりますが、教育委員会として

はできる限りの感染症対策を行い、子どもたちの学びを止めないよう努力し

てまいります。今後とも委員の皆様方には、御支援、御協力をよろしくお願

いいたします。 

 以上、教育長報告とさせていただきます。 

 ただいまの報告について、何かございますでしょうか。 

 

 ないようですので、議事に入ります前に、新型コロナウイルス感染症対策

の実施による小中学校の現在の状況について、事務局から報告をお願いしま

す。 

 

 それでは、現在の、小中学校における新型コロナウイルスの感染状況につ

いてお知らせします。 

 まず、松原市民全体の感染者数が、２月１５日までの合計で、６，２９９

名でございます。 

 １月が１，６８２名、そして２月は１５日現在、２，２２４名です。 

 小中学生の感染に限ってデータをお伝えしますと、１月が２５８名、２月

は１５日現在３６０名でございます。これまでの月当たりの人数でいうと非

常に多くなっております。 

 この３学期の対応ですが、当初から中学校の部活動が休止いたしておりま

す。また、研修や、様々な先生同士の会議等をできるだけオンライン実施、

または延期というような形を取っております。 

 さらに、感染者、あるいは風邪の症状の欠席が多い場合、学年の閉鎖、あ

るいは学校全体の臨時休校を実施しております。 

 表をご覧ください。現在のところ、この３学期で、２２校中１９校が学年

閉鎖、あるいは学校閉鎖という形で、何らかの形で閉鎖をしてまいりました。 

 参考までに、天美西小は今そこに記載がないですが、１月２７日から３０

日に学年閉鎖をしておりますので、松原西小学校、天美北小学校、松原第二

中学校、この３校以外は何らかの形で学年閉鎖、あるいは学校閉鎖をしたと

いうことになります。延べ４０ケース。延べ４０の閉鎖を現在まで実施して

おります。 

 また、３学期より、児童生徒あるいは教職員の感染が確認された際、保健

所がこれまで疫学調査をし、濃厚接触者の特定をしていたのですが、あまり

にも件数が多いので逼迫するということで、その疫学調査、濃厚接触者の特

定は、基本的には学校が調査をすることに変わりました。 

 その内、３学期に入って１５件程度の濃厚接触者の特定をいたしました。

どんなケースかといいますと、ほとんどが放課後、学校外でフードコートあ

るいは友達の自宅の部屋、あるいは公園のベンチなどで飲食をしながら会話

をしていると。つまり、マスクを外して長時間飲食をしながら会話をするケ

ースがほとんどでございます。 

 学校内での濃厚接触者というのは、今のところございません。 

 一方で、コロナ禍におきましても、安心、安全な学校づくりの取組を進め

てまいりまして、御承知のように１月２８日に、ＩＳＳの合同認証式を文化

会館をメイン会場にしまして、オンライン開催という形で行いました。市内

全小中学校の国際認証というのは世界初と。認証機構の白石さんからお墨つ
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きを頂きました。 

 また当日、毎日新聞の取材が入りまして、２日後、新聞の報道にもなりま

した。 

 さらに、松原市においては、教職員の３回目のワクチン接種をできるだけ

早くということで今進めております。６か月たてば３回目を打てるというこ

とで、既に２月中に６００名の教職員中、現在２０５名が接種済みです。３

人に１人は打っておると。２月中には３００名近く接種済みになる予定でし

て、さらに３月中には順次６か月後を迎えた先生方が、恐らく３月中には、

ほとんどの教員が３回目の接種を終えるであろうということでございます。 

 次に行事についてですが、卒業式です。小学校は３月１８日の予定です。

中学校は３月１１日の予定ですが、どちらも現在のところの方針は、卒業生

と教職員と保護者のみで時間短縮をして、来賓はなしという形で、開催を予

定しております。 

 保護者は、具体的には小学校は１家庭２名、中学校は１家庭１名というこ

とで考えております。 

 さらに、在校生につきましては、参加する場合も代表の児童、生徒、少人

数でということで考えております。 

 さらに、入学式が４月７日。小学校も中学校も同一日ですが、こちらにつ

きましても、この卒業式と同様の参加体制で実施するということで、現在予

定しております。 

 ただし、これも今後の感染状況によりましては、さらなる見直しの必要も

あるかと思いますので、現在のところの情報でございます。 

 私からは以上です。 

 

 ありがとうございました。ただいまの件について、何か御意見、御質問は

ございますか。 

 

 学年閉鎖や休校となった際、タブレットを使っての授業はされたのです

か。 

 

 閉鎖、臨時休業の場合、常々準備をしてまいりましたので、ほとんど困る

ことなくスムーズな持ち帰り等をさせていただいております。 

 この時期ですから、もう既に臨時休業になる前日に持って帰るというより

は、毎日持って帰らせて、家で充電をして持って来ると。ちょっと子どもた

ちのランドセルは重いんですけれども、こういう形で進めておりますので、

特に今のところ困った状況というのは起きていないというのが現状でござ

います。 

 以上でございます。 

 

 分かりました。 

 

 感染した子どもたちの体調というか、そのときの状況についてお聞きした

いです。 

 

 ほとんどは発熱、もしくは喉痛というケースが非常に多いなというふう

に、今のところは思っておりますが、あと陽性で今ありますのは、家族が陽
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性になったためにお医者さんに行って検査はしないけれども、もう恐らく家

族なので陽性だろうと。これを「みなし陽性」というふうにドクターはおっ

しゃるみたいなんですけれども。こういう形で、もうあなたは陽性だから、

１０日間の待機をしてくださいというようなケースも少しずつ見られるよ

うになってきています。 

 体調の変化としては、先ほど申し上げた喉痛、発熱というところが多いで

すが、重症化しているようなケースは全くございません。 

 以上でございます。 

 

 ありがとうございます。 

 

 新型コロナウイルス感染症が非常にはやって、先生方は本当に大変だろう

と思うんですけども、その中で、先ほど報告がありましたけれども、従来、

濃厚接触者等の診断を保健所がやっていたのを学校が調査するということ

で、さらに負荷がかかっているのかなと思うんですけども、これのマニュア

ル的なものは保健所から届いているんでしょうか。それとも、学校独自、も

しくは松原市独自のマニュアル的なものを作られてやられているんでしょ

うか。 

 

 あくまで、大阪府の健康医療部が出している基準に沿ってやっておりまし

て、これまでの保健所の対応というのも、そういった基準にのっとっており

ます。 

 具体的に申し上げますと、ノーマスクで１メートル以内、１５分程度の会

話というのが、１つの基準でございます。もう一点は、車での移動等で、こ

れは主に家族だとは思うんですけれども、車の窓を開けずに１時間程度の移

動をした場合。こういった場合につきましても、濃厚接触。こういう定義が

府から示されておりますので、学校から聞き取りまして、可能性のある場合

については、濃厚接触の可能性がありますよということで、さらに詳しく家

庭に聞き取りをするということでございます。 

 以上でございます。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ほかに、よろしいですか。 

 

 ないようですので、これより本日の議事に入りたいと思います。 

 議案は４件、その他が２件となっております。 

 感染症対策のため、今回も説明の終わった者から退室させていただきたい

と思います。 

 また、議案第５号「令和４年度松原市教育委員会教職員人事に係る大阪府

教育委員会への内申について」は人事案件となりますので非公開とし、最後

に秘密会として行いたいと思います。 

 以上につきまして、いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 
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 それでは、議案第５号につきましては非公開とし、最後に御審議いただき

ます。 

 それでは、議案第３号「令和３年度松原市一般会計補正予算（第１２号）

について」を議題といたします。事務局より説明を求めます。 

  

 議案第３号、松原市一般会計補正予算（第１２号）について御説明させて

いただきます。議案書を御覧ください。 

 まず、下段の歳出のほうから御説明させていただきます。 

 上段の１段目の「天美小学校大規模改造事業」、こちらにつきましては、

天美小学校の外壁を中心とした大規模改造工事を行わせていただくもので

ございます。 

 補正額としまして８，０００万円を予算計上させていただいております

が、内訳としましては、委託料で３００万円、工事請負費で７，７００万円

となっております。工事の内容としましては、学校の全校舎の外壁の改修、

及び内装の改修としまして廊下や天井、壁等の一部改修という形でさせてい

ただくものとなっております。 

 次に、その下の「各小学校トイレ改造事業」として、３，８００万円予算

を上げさせていただいておりますが、こちらにつきましては、三宅小学校の

南校舎の１、２階のトイレの洋式化を図らせていただくものとなっておりま

す。 

 事業費としましては、委託料としまして３９０万円。工事請負費としまし

て３，４１０万円を上げさせていただいているものでございます。 

 次に、その下の段になります。 

 「松原第二中学校大規模改造事業」としまして、１億４，９６０万円上げ

させていただいております。 

 こちらにつきましては、先ほどの天美小学校と同様、松原第二中学校の外

壁を中心とした改装工事を行わせていただくものとなっております。こちら

につきましても、松原第二中学校の全校舎の外壁改修と、防水工事を実施し

ていない北校舎西側と渡り棟の屋上シートの防水。あと、北校舎と渡り棟の

床を全面改修させていただく工事としております。 

 次に、「松原第六中学校大規模改造事業」としまして、１億５，４３０万

円上げさせていただいておりますが、こちらにつきましては、松原第六中学

校が今まで従来大規模改造工事というのを学校設置後してきておりません

ので、今回から複数年かけて実施していく予定としております。事業費の内

訳としましては、委託料としまして９３０万円。工事請負費としまして１億

４，５００万円を上げさせていただいているものでございます。 

 内容としましては、こちらにつきましても、屋上の全面シート防水、普通

教室や特別教室の改修、あと総合学習室や支援学級の空調の取替えも含めた

全面改修、それと、階段の改修でありますとか、廊下のシートの貼り替え等

を行わせていただくもの。併せて、トイレの洋式化改修もこのときさせてい

ただくこととしております。 

 それでは、一番下の段の「各中学校トイレ改造事業」。 

 こちらは松原第三中学校のトイレの洋式化を図らせていただくものにな

っておりまして、場所としましては、南館の管理教室棟の１階から３階まで

のトイレの改修を行わせていただくものとなっております。 

 財源としましては、上段の歳入のところにございますように、「義務教育
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施設整備費補助金」としまして、「天美小学校大規模改造事業」、「各小学校

トイレ改造事業」、「松原第二中学校大規模改造事業」、「松原第六中学校大

規模改造事業」、「各中学校トイレ改造事業」に充当させていただくものにな

っているんですけれども、こちらにつきましては、国の令和３年度の補正予

算に採択されたことに伴いまして充当されることになります。 

 それとあと、教育債としまして「義務教育施設整備事業債」という起債の

ほうをさせていただくんですけれども、こちらにつきましては、国の補正予

算が採択されたことに伴いまして、起債の充当率につきましては１００％と

いう形になっております。 

 説明のほうは、以上とさせていただきます。 

 

 ありがとうございました。ただいまの件について、何か御意見、御質問は

ございませんでしょうか。 

 お願いします。 

 

 松原第二中学校、松原第六中学校の大規模改造事業の中で、外壁というの

は、いわゆるブロック塀のことですか。 

 

 ブロック塀ではなくて、校舎そのものの壁です。 

 

 

 そういうことですね。分かりました。 

 

 この大規模改造工事というのは、順次ほかの学校でも取り扱われるんでし

ょうか。 

 

 これまでから、順次、大規模改造事業というのは複数年、２年ないしは３

年かけてさせていただいているんですけれども、この間、ブロック塀のこと

でありますとか、工事が必要な部分というのが出てきておりまして、松原第

六中学校も本来であればもう少し前にやる予定だったんですけれども、順延

になっていたんです。 

 あと、法律に定められた法定点検というのがありまして、そちらのほうで、

例えば今回でいえば天美小学校とか松原第二中学校みたいに外壁の状況と

いうのも見ていただいておりまして、それらも含めまして改修というのをさ

せていただいておりまして、今後につきましても施設の老朽化の状況や、国

の予算の補助制度を活用して、必要な改修というのをさせていただきたいと

考えております。 

 

 確認なんですけども、何年か前に松原南小学校で庇が崩れて落ちたという

ようなトラブルがあって、別件で行かせてもらったときに、先生に案内して

もらったんですけども、内壁のほうもかなりひび割れが入っているというよ

うなことをお聞きしたんですけども、あれは改造か何かされたんですか。 

 

 松原南小学校の庇につきましては、事故が起こった後、庇をすぐ撤去させ

ていただいて、そこを埋め直させていただいたのと、その他の学校につきま

しても、庇の状況を見させていただきまして、児童生徒が通って危ないであ
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りますとか、庇が危険であるというところを確認させていただいた上で、庇

を切除させていただくとともに、子どもたちが実際にそこを通るとかいう場

合には、雨よけの意味もあるような庇もありましたので、そこはアルミ製の

軽い庇をつけさせていただいたり、という形で、庇のほうは改修させていた

だきました。 

 

 あと、おっしゃったように老朽化というのはかなり進んでいると思うんで

す。松原南小学校は、僕が小学生のときからずっとあのままの状態であるわ

けで、もう６０年近くになろうかと思います。そういった学校がたくさんあ

ると思うんですけども、そういった意味で、こういった大規模改造工事とい

うのは、これから毎年、どんどん続けていくんでしょうね。 

 

 大規模改造工事をやるとなると、１校に対して単年度ではやはりできなく

て、松原第六中学校の場合ですと、生徒が学習する場がなくなってしまいま

すので、２年ないしは３年かけて、教室移動もしながらという形になってし

まいますので、それをやって、また次の設計をして工事となるので、少し間

隔は空く形になります。 

 

 ある意味、設備維持が大変ですよね。 

 

 ほかにございませんでしょうか。 

 

 ないように見受けられますので、議案第３号「令和３年度松原市一般会計

補正予算（第１２号）について」を、可決することに御異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号「令和３年度松原市一般会計補正予算（第１２号）に

ついて」は、可決されました。 

 

 次に、議案第４号「令和４年度松原市一般会計予算案について」を議題と

いたします。事務局より説明を求めます。 

 

 議案第４号「令和４年度松原市一般会計予算案について」御説明いたしま

す。 

 松原市の令和４年度の予算につきましては、「市民との協働を進め、コロ

ナ・災害に負けない安心安全なまちづくり」。また、「市の未来を担う子ども

を生み育てやすい環境の整備」。「新たなまちづくりの成果によるにぎわい

と雇用の創出や、移住・定住の促進に向けた施策の推進」を念頭に、「１ 安

心安全でコロナ・災害に負けない活力あるまちづくり」。「２ 子育て教育・

福祉を推し進め人が輝くまちづくり」。「３ 行革の推進と協働による市民と

共に魅力あるまちづくり」の３つのまちづくりの柱を基本として、松原市の

明るい未来の実現に向け、予算編成を行ったものでございます。 

 それでは、令和４年度一般会計予算案のうち教育委員会所管分について、

議案書の次のページの令和４年度教育委員会予算説明書にて御説明させて
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いただきます。 

 １ページ目と２ページにつきましては、歳入についての表になります。説

明のほうは割愛させていただきます。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 この表につきましては、歳出につきまして、教育費予算を予算項目ごとに

表記した表となります。表の単位は千円単位となります。 

 予算項目ごとに令和４年度と令和３年度の予算の比較をしています。左か

ら５つ目の欄が、予算の比較している部分になりますが、黒の三角印はマイ

ナスを表しております。 

 この中で、大きく伸びておりますのが、「保健体育費」の「学校給食費」

になります。 

 見てもらって分かるように、黒の三角印等もございまして、下から２段目、

教育費の総額の欄がありますので御覧ください。 

 一番左が、令和４年度の教育費予算の各予算項目を求めた額になり、金額

は２６億４０１万３，０００円となっております。その１つ右の欄につきま

しては、令和３年度の教育費の当初予算の額となっていまして、２６億６６

４万７，０００円となっています。 

 令和４年度と令和３年度を比較しますと、次の右の欄になりますが、令和

４年度の予算は令和３年度に比べ、２６３万４，０００円の減額。先ほど言

いました増額があるのですけども、ほかの金額に相殺されまして、２６３万

４，０００円の減額となっております。前年度比では、ほぼ同額ですが  

０．１％の減となっております。 

 次の右の欄からは、財源の内訳を記載しておりまして、初めは国・府の支

出金で、国や府からの負担金、補助金となっておりますが、３億６，５２６

万５，０００円になります。 

 次に、右に移っていきますが、次の欄は「地方債」、いわゆる市の借入金

となり、５，９９０万円になります。次の欄が、「その他」といたしまして、

施設の使用料や幼稚園の預かり保育料、施設の目的外使用に係る占用料など

になりまして、８７０万５，０００円になります。 

 最後の欄になりますが、松原市の一般財源。市税などによる自主財源にな

りまして、２１億７，０１４万３，０００円となっております。 

 以上が財源の内訳となります。 

 次に、４ページ目をお願いいたします。 

 最初の表は、先ほど御説明いたしました予算を各部ごとに分けたもので

す。 

 教育総務部につきましては４，９７３万９，０００円の増額。学校教育部

は７，１８９万２，０００円の減額。市民協働部は２２８万７，０００円の

増額。福祉部には１，７２３万２，０００円の増額となっております。 

 次のページからは、各部ごとに取りまとめた各課の予算の比較の表となり

ますので、また御覧ください。 

 ９ページからは、「令和４年度 当初予算の概要」として、１３ページま

では市全体のものを記載しております。その次からの「事務事業経費の内訳」

につきましては、各担当より御説明させていただきますので、よろしくお願

いをいたします。 

 

 教育政策課担当部分につきまして、御説明を申し上げます。 



 －10－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中教育総務

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今の続きで、１６ページを御覧いただきますようお願いいたします。 

 上から２段目の「教育振興基本計画策定事業」でございますが、教育大綱

を実現するために必要な計画といたしまして、現在、計画期間を令和２年度

から令和５年度の４年間といたしました後期計画に基づきまして、事業を進

めておるところでございます。 

 今回予算計上いたしましたのは、計画期間を令和６年度から令和１０年度

の５年間とします、第２期松原市教育振興基本計画を策定するものでござい

ます。 

 計画策定につきましては、策定委員会を設け、令和４年度、令和５年度の

２か年の債務負担行為を組みまして取り組むものでございます。 

 策定委員会につきましては、学識経験者、幼稚園、小学校、中学校の保護

者、幼稚園長、小学校長、中学校長、社会教育関係者、市職員の１２名で構

成するものでございまして、令和４年度は市民アンケートを実施し、計画案

につきまして４回程度策定委員会を開催し、御審議をいただく予定でござい

ます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 

 教育総務課分の予算案について説明させていただきます。 

 同じく、１６ページをお願いいたします。 

 １段目、「市立小学校セフティスクールサポート事業」についてでござい

ますが、こちらにつきましては、市立小学校における安心、安全を確保する

ために、全小学校に監理員を配置しまして、校門において入校者の受付対応

等を行っているものでございます。 

 次に、２１ページを御覧ください。 

 ４段目の「小学校管理事業」についてでございますが、こちらにつきまし

ては、市立小学校のごみ処理や機械警備等の施設環境整備を行うことによ

り、安心で快適な学校生活が送れるよう、教育環境の充実を図っていくもの

でございます。 

 こちらにつきましては、令和３年度の９月から機械警備の業務のほうを入

札しておりますので、前年度と比較しまして、事業費が減少しているもので

ございます。 

 続きまして、２２ページを御覧ください。 

 ２段目の「小学校施設維持管理整備事業」についてでございますが、こち

らにつきましては、市立小中学校の校舎内外の維持管理及び修繕に努め、教

育施設の保全を行うものでございます。 

 令和４年度につきましては、低濃度ＰＣＢの処理委託と、先ほど補正予算

のときにもお話ししましたような法律に基づく点検が３年に１度ありまし

て、その３年に１度の点検の年となっておりますので、それらの予算を上げ

させていただいているものでございます。 

 次に、２４ページを御覧ください。 

 「中学校管理事業」についてでございますが、こちらにつきましては、小

学校と同じなんですけれども、各市立中学校における学校の管理のための経

費を上げさせていただいているものでございまして、こちらにつきましても

中学校の機械警備業務でありますとか、中学校における施解錠業務というの

もさせていただいているものになっております。 

 次に４段目の「中学校施設維持管理整備事業」についてでございますが、
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こちらにつきましても小学校と同様、学校施設の維持管理を行い、安心、安

全な教育環境の保全に努めているものでございます。 

 こちらにつきましても、低濃度ＰＣＢの処理でありますとか、法定点検の

実施に伴う予算を上げさせていただいているものでございます。 

 次に３７ページをお願いいたします。 

 １段目の「各小学校空調機設置事業」についてでございますが、こちらに

つきましては、松原北小学校及び布忍小学校の校長室及び職員室の空調機の

更新。それと、河合小学校及び恵我南小学校のランチルームの空調機の更新

をさせていただくものでございます。 

 こちらにつきましては、もう既に修理するための部品等がなくなっており

ますので、新たに更新をさせていただくものでございます。 

 説明のほうは、以上になります。 

 

 学校給食課所管分について御説明申し上げます。 

 予算書の３５ページをお願いいたします。 

 まず一番上の、「学校給食センター運営事業」につきましては、学校給食

センターを安全かつ衛生的に管理し、給食業務の円滑な運営を図るものでご

ざいます。 

 続きまして、その下、「学校給食業務事業」につきましては、小学校１５

校の児童５，１１８人に対して、安心、安全な学校給食を提供するものでご

ざいます。 

 給食実施日数につきましては、１８９日を予定しております。小学校給食

の調理業務等につきましては、松原市が設立いたしました松原学校給食株式

会社に委託しているものでございます。経費の内訳といたしましては、お米

の炊飯や、各学校への配送等に係る諸経費分を委託料として。また、株式会

社の社員の人件費相当分を補助金として計上しております。 

 対前年度比の増の理由でございますが、学校給食の無償化に伴います補助

金につきまして、令和３年度当初予算におきましては、１学期分のみ計上し

ておりましたが、令和４年度につきまして、１年分を当初予算に計上したた

めの増となっております。 

 続きまして、一番下の「中学校給食事業」につきまして、中学校７校の生

徒２，６０６人に対して、安心、安全な学校給食を提供するものでございま

す。 

 給食実施日数は、１６６日を予定しております。 

 中学校給食の調理業務等につきましては、平成２８年度より衛生管理が徹

底された調理場を持つ民間事業者である２社に委託しております。株式会社

松ちゃん給食と株式会社サンエッセンに委託しておりますが、現在結んでお

ります契約が令和４年３月３１日で終了となりますために、令和４年度から

の中学校給食の調理業務等を委託する事業者を昨年の１０月にプロポーザ

ル方式により募集いたしました。その結果、現契約を結んでおります株式会

社松ちゃん給食と株式会社サンエッセンの２社が応募されまして、書類審

査、現地調査、ヒアリング等を行い、当該２社と新たに令和４年４月１日か

ら令和９年３月３１日までの中学校給食の調理業務等に係る５年契約を締

結いたしました。 

 対前年度比増の理由は、新たな契約を結ぶに際しまして、最低賃金の上昇

や、燃料費の高騰などにより、調理単価が、現在結んでいる契約が１食当た
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り税込み２５１．９円でございますが、新たに結びます令和４年からの５年

契約につきましては、税込み２８５円となったためでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 続きまして、文化財課所管分につきまして御説明いたします。 

 予算説明書の３１ページにお戻りください。 

 一番下の段、「調査・保存事業」につきましては、地域の文化財を損失か

ら守り、市民にとっての、市民の郷土への愛着と理解を深め、次世代へ継承

するため、市内の寺院所蔵の古文書の調査や、公共事業等に伴う埋蔵文化財

の調査を行い、文化財の保護と活用を図ってまいります。 

 また、令和４年度につきましても、引き続き文化財情報のデジタルコンテ

ンツ化を進めてまいります。 

 以上、教育総務部所管分の説明といたします。よろしくお願いします。 

 

 続きまして、学校教育部所管分について、各課長より説明を申し上げます。

よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、教職員課所管分につきまして御説明いたします。当初予算の概

要の２３ページを御覧ください。 

 ２段目の「要保護及び準要保護児童生徒援助事業」についてでございます

が、令和３年度当初予算は、５，９３６万４，０００円でありましたが、令

和４年度予算要求額は１，６６８万４，０００円となっております。 

 大幅な減に見えますが、これは対象となる児童数が減少したことに加え、

給食無償化ということを考えまして、給食費を計上していないからでござい

ます。 

 ですから、事業内容としましては、これまでどおり学用品費や校外学習費

等の援助を実施するもので、昨年と変更はございません。 

 ２５ページに、同様の中学校の「要保護及び準要保護児童生徒援助事業」

があるんですけれども、これにつきましても、減額は給食費を計上してない

ということでございまして、現状の内容に変化があるものではございませ

ん。 

 教職員課の主な事業としては、以上でございます。 

 

 続けて、教育推進課です。１７ページを御覧ください。 

 ２段目の「国際化教育推進事業」でございますが、小中学校に英語指導助

手や英語指導協力員を配置し、小学校３年生、４年生の外国語活動並びに５

年生、６年生の外国語科、中学校の外国語教育の充実を図るとともに、台湾

台北市との教育交流推進を図るものでございます。 

 令和４年度は、英語指導助手、いわゆる外国人のＡＬＴの先生については、

国のＪＥＴプログラムの活用を引き続き行ってまいります。 

 ＪＥＴ－ＡＬＴの先生は、令和３年度は３名の方が来られていますが、令

和４年度は新たに３名をお迎えし、合計６名のＪＥＴ－ＡＬＴの活用を計画

しておるところでございます。 

 これにより、令和４年度には、これまで雇用しているＡＬＴと合わせて全

中学校区に１人のネイティブスピーカーを配置するとともに、市内全ての小

学校への指導を充実してまいりたいというふうに考えています。 
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 また、中学校２年生を対象に、英語４技能、聞く、話す、読む、書くをバ

ランスよく図る検定試験でありますＧＴＥＣを実施してまいりましたが、今

後は小学校の外国語教育の充実と、中学校との接続の強化を図るために、小

学校で話すことの技能を中心に取り組める、スピーキングクエストというも

のを導入しようと考えています。スピーキングクエストというのは、それぞ

れ１人１台端末の中に英語ソフト、このスピーキングクエストを導入し、専

用のイヤホンマイクを活用しながら、あらゆる場面での会話の練習やテスト

などを行うことができます。児童の発話をＡＩが分析し、適切な評価をして

くれます。児童は、自分の強みや弱みを知ることで、意欲的に学習を進める

ことができ、教員は今後の指導に生かしていけるものと期待しているところ

です。 

 続きまして、２０ページを御覧ください。 

 ４段目の「セーフスクール推進事業」でございますが、令和３年度に松原

市内全ての小中学校での国際認証を取得することができました。このことは

世界初のことであり、日本セーフコミュニティ推進機構の白石先生からは、

コロナ禍において、全校でＩＳＳ国際認証を取得したことは、日本にとどま

らず世界からも注目されていると、高い評価を頂いたところです。 

 これからも、児童生徒が主体となり、継続して安心、安全な学校づくりを

目指して取り組んでまいりたいと思います。 

 全ての小中学校で国際認証取得となりましたので、今後は校区での取組を

前面に打ち出し、校区での認証を視野に入れながら、日々の取組を充実して

まいりたいというふうに考えています。 

 令和４年度は、松原第四中学校区並びに松原第七中学校区の再認証に向け

た事前指導を行う予定でございます。 

 以上です。 

 

 地域教育課所管分につきまして御説明いたします。２８ページを御覧くだ

さい。 

 ３段目の「学校・家庭・地域の連携による教育支援活動推進事業」でござ

います。令和３年度当初予算に比べて増加していますが、これは令和４年度

から始まるコミュニティ・スクールについて、学校運営協議会委員報酬の計

上によるものです。 

 以上です。 

 

 教育研修センター所管分の概要について御説明いたします。 

 １６ページにお戻りください。 

 下段の「児童・生徒理解活動（心の教育）推進事業」でございますが、ス

クールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどを小中学校に配置

し、いじめや暴力行為等の未然防止や早期解決など、生徒指導や教育相談の

充実を図るとともに、不登校児童生徒の支援を行う教育支援センター、チャ

レンジルームの運営を推進するための事業でございます。 

 令和４年度３，２６８万２，０００円を計上し、昨年度より５０万   

９，０００円増額となりましたのは、スクールソーシャルワーカーの派遣回

数の増に伴うものでございます。 

スクールソーシャルワーカーにつきましては、令和元年度から７つの各中

学校区に派遣をしておるところです。令和４年度は、この間の各学校の教育
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相談ケース数の増加、さらにその相談内容の深刻化に対応すべく令和３年度

の派遣回数に加え、中学校区ごとにそれぞれ２回ずつ増回し、さらに緊急支

援としての派遣回数も３回分増やして予算要求をさせていただいておりま

す。 

 続きまして、２０ページをお願いします。 

 中段の「放課後学習等サポート事業」でございますが、児童生徒の基礎基

本の着実な定着と、家庭学習と結びついた自学自習力の育成を目指し、市内

各小中学校に学習支援アドバイザーを派遣しておる事業でございます。 

 令和４年度当初予算１，６５２万４，０００円を計上し、昨年度より   

５０７万９，０００円増額となりましたのは、タブレット端末で活用できる

ＡＩドリル導入の経費に伴うものでございます。 

 令和３年度１１月より、新型コロナウイルス感染症の第６波を想定し、家

庭でのオンライン学習に備え導入しましたＡＩドリルを、次年度、令和４年

度も引き続いて、整備された１人１台のタブレットに導入し、感染症対策と

しての学びを止めない取組だけでなく、日常の中での児童生徒それぞれの個

別最適化された学習を支援していくため、活用していくための予算要望でご

ざいます。 

 以上です。 

 

子ども未来室子ども施設課所管分について御説明いたします。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 上段の「幼稚園運営管理事業」でございますが、四つ葉幼稚園と三宅幼稚

園の運営に係る経費でございます。 

 次に２段目、「幼稚園預かり保育事業」でございますが、幼稚園全園で教

育課程終了後等に預かり保育を実施する事業でございます。 

 次に３段目、「幼稚園支援教育運営事業」でございますが、公立幼稚園に

通う教育上支援が必要な園児に対し教育支援員を配置し、園での活動の支援

を行う事業でございます。 

 以上、子ども未来室子ども施設課所管分の説明とさせていただきます。 

 

 続きまして、市民協働部いきがい学習課所管の説明をさせていただきま

す。 

 ２９ページ下段の「市民図書館管理運営事業」についてでございますが、

多くの市民の皆様に喜んでいただける図書サービスを提供するため、令和４

年２月に開館しました新天美図書館をはじめとした市直営の５館につきま

して、子ども向けの事業や図書等必要な資料の収集、整理とともに、施設の

適正な維持管理に要する経費でございます。また、読書の森につきましては、

指定管理者制度により、施設の管理と運営を実施してまいります。 

 続きまして、３７ページの中段をお願いします。 

 こちらは投資的な事業でございますが、中段の「図書館改修事業」です。

こちらは、恵我図書館において、老朽化した外壁や屋上防水の改修を行うこ

とで、建物自体の長寿命化を図るとともに、空調機器の更新を行うものです。 

 設計委託費及び工事請負費としまして、５，７４０万円を計上したもので

す。 

 以上でございます。 
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 説明は終わりました。ただいまの件について、何か御意見、御質問はござ

いませんでしょうか。 

  

 以前にもお聞きしたのですが、文化財の件です。 

 その話をする前に、去年かおととしぐらいから災害研修というのが、小学

校や中学校であったんです。たまたまどちらも僕が行くことになって参加し

ていて、市民が避難する場所をみんなで確認しようということで、小学校、

中学校の中を回ってみたんです。 

 そうしたら両方ともに、空いている教室に、掘り起こした文化財がいっぱ

い詰まっているんですよ。それで、本来ならここに避難できるのではないか

という話に、何度もなっていたんです。 

 文化財を掘り起こすのは当然必要なことですが、何年もずっと、教室がそ

れを保管する場所になっているんです。学校のこととかいうことよりも、僕

が気になったのは、地域の人たちが避難するときに使える場所のはずなの

に、文化財が入っているということにすごく違和感を覚えて、どういうふう

にこれから考えていかれるのかということが、すごく気になるところなんで

す。 

 

 確かに、現在、埋蔵文化財、試掘等により掘り起こしたものについては、

各学校や市役所の地下であったりというところに点在して保管をさせてい

ただいております。 

 この文化財につきまして、埋蔵で掘り起こした分につきましては、文化財

になりますので処分することができないものという形になっておりまして、

ずっと保管しておかないといけない。 

 今、この保管については、松原市のみならずほかの自治体についても頭を

悩ませている問題でもございます。 

 ただ、この保管場所というのも、かなりのスケールが必要になってきます

ので、１つそういう保管場所を作るという手もあるんですけども、かなりの

予算がかかってきます。 

 現在学校の空き教室に置かせていただいている状況でございますので、今

委員がおっしゃるように避難場所として使えるというふうなところもござ

いますが、なかなか難しい問題でございます。 

 

 やっぱり突いたらいけないことを突いたような気がしてきました。 

 ただ、避難のこととかがなかったら別にいいかなと、ずっと思っていたん

やけど、やっぱりみんなと打合せをしたときに、あれはどうしたらいいのか

な、そういえば大昔からあるなという話になって。中学校なんかでも、もう

十何年置いているだけだと。 

 あれは捨てたらいけないのですよね。 

 

 こちらのほう、掘り起こしたものについては、基本的に拾得物、落ちてい

たものというふうな形になりますので、それを警察に届出をして、それを大

阪府にまた持っていって、そして市のほうで保管してくださいというふうな

形を取っています。 

 ですので、これを処分するということはできず、今後松原市の中で開発等、

天美Ｂ地区であったり新堂地区であったり、今度西のほうでもまた開発があ



 －16－ 

 

 

 

 

 

佐野委員 

 

 

 

 

 

 

 

田中教育総務

部次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐野委員 

 

 

 

 

 

 

 

美濃教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中委員 

 

るのですが、そこで調査に入って出てきた分については、また松原市で保管

していかなければならず、どんどん増えていく一方でございます。 

 だから、そういうふうな面につきましても、なかなか難しい問題だと考え

ているところでございます。 

 

 １つ提案ですが、大和川のあそこに防波堤がありますよね。あれをもっと

大きい、ちゃんとするための土地として使うとかいうのは駄目ですか。 

 でないと、これ、絶対増えていく話ですよね。 

 それで、何かずっといろんなところに問題が発生しているような気がする

んです。これ、何とかどこかでお金を確保してもらって、予算を取って、大

規模にそういうところを作るというような方向性はないものなんですか。極

論ですがビルを建てるとか。 

 

 なかなかそういう場所もあればいいな、とは担当としては思っているんで

すけども、何せ多額の費用がかかってくる問題でございます。 

 まだ松原市は、他市と比較するのもあれなんですけども、そういう文化財

関係が地下に埋まっているというふうな分でいうと比較的少ない市でもご

ざいますので、今、去年、おととし辺りからは、例示するのも何なんですけ

ど、京都市なんかは刀とか甲冑とかが出てきているんですけども保存場所が

なく、空調設備を整えたようなところで保存しないと傷んでしまうようなも

のもあって、その保存に関してどうしていくんだ、というふうな議論にはな

っているところです。 

 松原市につきましては、そういうふうな場所がありましたら活用していき

たいところではございますが、現時点で作れる場所がないというところもご

ざいます。 

 

 分かりましたとは言えないですが、先のことがあって、避難のことがやっ

ぱり気にはなっていたんです。何かもったいないなと。 

 だから、責めたって仕方ないし、お金をどこかで確保して、そういう保存

場所を作っていくというのができれば一番いいけれど、その場所もないんで

しょうしね。 

 どうしようもないですね。答え出ないですよね。 

 以上です。 

 

 本当になかなか結論がすぐに出せない話ではありますよね。何かやりよう

によってはデジタルデータとして撮って、それを保存していくことで代える

というのができればいいかもしれないですけど、まだ現状ではそういう状況

にはないということなんですかね。 

 となると、いろんなところで協力し合って、多くの声として、国に届けて

いって、何かそういう手当てができるようにしてもらうとかということを検

討しないといけないのかもしれないですね。 

 これは宿題ということで。 

 ほかはいかがですか。 

  

 給食費が、１食２８５円になるということですが、これは５年間この値段

でいくんですか。 
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 一応税込み２８５円で契約しましたので、消費税が仮に今の１０％からア

ップすれば、もう一度契約を変えなければならないということはありますけ

ども、それがない限りは５年間２８５円という数字です。 

 

 なかなかすごいですね。小麦など、いろんなものが値上がりしている、高

騰していく中で、５年間２８５円というのは、業者も大変ではないかなと思

いましたので。 

 もう一点、１６ページの「教育推進費」の中で、スクールカウンセラーや

スクールソーシャルワーカー等の配置という予算があるんですけれども、こ

れは昨年来のコロナの状況だとか、こういった子どもたちに対する心のケア

を含め、また昨今、虐待だとか、そんなことをニュースで耳にするんですけ

ども、こういったことも増えてきているということも現実だろうと思いま

す。 

 そういった意味で、この辺の予算というのは、はっきり言ってもう少しど

んと構えるというか、大きくして、こういったことをやっているよというよ

うなことをアピールしたほうがいいんじゃないかなと、個人的には思うんで

すけどいかがでしょうか。 

 

 ありがとうございます。コロナ禍もありまして、子どもたちや保護者にど

んな影響が出てくるのかということについては、本当に私たちも憂慮してい

るところですし、学校現場に話を聞きますと、やはりスクールカウンセラー

にかかっている一つ一つのケースの内容も本当に深かったり重篤化してい

たりということも、話をお聞きしますので、本当に必要な予算だなというふ

うにはこちらとしても考えていて、もちろん国の補助金も活用しながらです

けれども、本当に大事な予算だなというふうに私たちも考えておりますし、

限りある予算の中ですけれども、今後とも引き続き要求していきたいと考え

ております。 

 以上です。 

 

 気になるのが、この予算を決めてしまって、こういったことはないでしょ

うけども、予算額を超えたからもうこれ以上できないよというふうなことだ

けないように。これだけはお願いしたいです。よろしくお願いします。 

 

 １７ページの国際化教育推進事業ですけれども、今まで大体台北のほうと

交流していますけど、海外との教育交流の推進を図るというところで、英語

の先生、外国人の先生が１校に１人来られるということですよね。 

 多分高い報酬を払われると思うんですけど、いろんな国の先生が来られた

ら、その国の子どもたちとの交流というのがオンラインでできますので、英

語が話せたらその国と話をすることができて、松原の子どもたちも自分の英

語がどれぐらい伝わるかということも分かると思うんです。そういうふうな

こともさせていただきたいなと思います。 

 それと、４技能全てを身につけて英語能力が高く上がってきたらですけ

ど、弁論大会みたいなことも、英語で発表できたらいいなと思います。 

 

 



 －18－ 

森教育推進課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗崎委員 

 

美濃教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

美濃教育長 

 

 

 

田中委員 

 

 

中瀬福祉部長 

 

 

田中委員 

 

 

中瀬福祉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。 

 まさに４技能をバランスよく学習するということが、日々の授業の中でも

なかなか難しいところではあったんですけども、ここ数年中学校でもＧＴＥ

Ｃを取り入れさせていただいたことで、子どもだけでなく教師が授業づくり

をもう一回見直していく、授業づくりを改善するというところは浸透してき

たかなと思っているのと、合わせて今おっしゃったように、多くの外国人の

先生に携わっていただいているので、台湾のほうにもなかなかコロナの関係

で行けていないということもありますので、オンラインでの交流というのを

台湾に限らず多くの外国人の先生の母国の学生と交流できるような、そんな

機会を積極的に持っていこうということでは話を進めているところですの

で、少しずつではありますけれども、しっかり伸びてきたこの英語の活用能

力を実践で使えるような、そんな場面を増やしていきたいと思っておりま

す。 

 よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ほかはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

 ほかに御意見ないように見受けられますので、「議案第４号 令和４年度

松原市一般会計予算案について」を、可決することに御異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

 異議なしと認めます。 

 よって、「議案第４号 令和４年度松原市一般会計予算案について」は、

可決されました。 

  

今ちょうど話題になっている子ども、幼稚園児のマスクについては、松原

市はどうなっているんでしょうか。 

 

 文科省からの通知によりまして、３歳児以上のマスクを奨励されています

ので、幼稚園は全員しております。 

 

 とすると、先生方が子どもの表情が分からないというようなこともあるみ

たいなんですけども、その辺はうまく教育されているんでしょうかね。 

 

 それが保育所も全て同じことで、先生は全員マスクをしていますので、ど

の子どもも先生の表情がなかなか分かりにくいというところですけれども、

やはり子どももこのコロナ禍に十分対応できていて、全体の表情じゃなく

て、目やそういった動きできちんと先生の表情を判断できるようになってき

ていますので、マスクで表情が見えないことによって影響があるかなと思っ

たんですけど、それほどないというように聞いているところです。 

 透明マスクを一度使ってみたのですが、逆に顔が見えることで何か不思議

がられているような。そんな状況ですので、マスクの今のコロナ禍の生活ス

タイルが浸透してきて、子どもも順応しているというところだと思っていま
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す。 

 

 ありがとうございました。 

 

 それではここで、福祉部職員は退席をお願いいたします。 

 

 続きまして、その他案件の「令和４年度 少年自然の家の運営休止につい

て」の説明をお願いいたします。 

 

 「令和４年度 少年自然の家の運営休止について」説明いたします。 

 こちらの施設は、昭和６２年に開館した施設でございまして、築３５年が

経過しており、建物等の老朽化が進んでいることから、令和４年度は、今後

の利活用を検討するため、施設の休止をするものです。 

 以上でございます。 

 

 ただいまの件について、何か御意見、御質問ありませんでしょうか。 

 

 少年自然の家は、奈良県の月ヶ瀬ですね。 

 

 はい。 

 

 

 あそこは過去に、運営管理を任せるという契約を結んでいたのでしたか。 

 

 おっしゃるとおり、現在、指定管理者制度による運営管理を行っておりま

して、令和３年度でその契約が満了するということでございます。 

 

 そのタイミングで、ということですね。 

 

 そうです。それも含めて検討に入ろうということです。 

 

 

 分かりました。 

 

 だから予算が、がくっと下がっているんですよね。 

 

 そうです。指定管理の委託料がゼロになったということです。 

 

 

 ４，０００万円とかいうやつですね。 

 

 そうです。お見込のとおりです。 

 

 

 ありがとうございました。 
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 ほかによろしいですか。 

 それでは、次の案件をお願いします。 

 

 続きまして、前回１月１９日の定例教育委員会におきまして、報告第１号

「（新）天美図書館の財産登録について」説明した件でございますが、今、

お手元にこの横書きの異動報告書というものがございます。 

 こちらにつきまして委員のほうから取得金額につきまして御質問があり

ました。こちらにつきましては、もともと７５５万円と記載しておりました

が、お配りしましたとおり正しくは７，５５０万円でございます。 

 当該施設は、新天美図書館と老人福祉センターの弁天苑の複合施設でし

て、それぞれの面積で按分し、取得金額として７，５５０万円が正しい金額

でございました。訂正いたします。申し訳ございませんでした。 

 

 ありがとうございました。 

 ほかに何かございますか。 

 

よろしいですか。 

 それでは、ここで市民協働部職員は退席をお願いします。 

 

 続きまして、その他案件「令和４年度松原市立学校園に対する重点指導事

項・社会教育の重点事項（案）について」の説明をお願いいたします。 

 

 教育委員会では、年度当初の４月に各市内各幼稚園、小中学校に対しまし

て、松原市立学校園に対する重点指導事項・社会教育の重点事項、今年の令

和３年度版はこういった緑の冊子を配付して、全教職員に指導している概要

でございます。 

 こちらは、重点指導事項とそれぞれの具体的な取組ということで、冊子に

しますと大体５０ページ程度。こういった冊子を毎年学校園に配付をしてい

るんですけれども、本日は、令和４年度の重点指導事項、つまり、来年度の

教育の大きな方向性の部分について御説明をさしあげたいと思っておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

 なお、内容につきましては、令和３年度と大きく重なる部分につきまして

は割愛をさせていただきまして、変更点を中心に御説明をさせていただきま

す。 

 お手元のホチキス留めの冊子を御覧ください。 

 まず、表紙を１枚めくっていただきまして、令和４年度重点指導事項の特

別重点ということで、新型コロナウイルス感染症に係る対応ということで項

を設けております。 

 こちらは、令和３年度から追記をしておりますけれども、令和４年度につ

きましても、引き続きこの新型コロナウイルス感染症につきましては対応が

必要であると、重点的な対応が必要であるという認識の下、掲載をさせてい

ただいております。 

 一部加筆部分がございますので、そちらを御説明いたします。 

 ②番。学びの保障の上から４行目の、またというところからでございます。 

 また、感染症の発生等による臨時休業（学年閉鎖や出席停止）により、や

むを得ず登校できない場合でも、家庭学習における教材等を工夫したり、オ



 －21－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンラインを活用したりするなど、全ての子どもたちの学びを保障すること

と。冒頭、臨時休業の際に御質問も頂きましたけれども、こういった形で全

ての学校で臨時休業等の場合にオンライン学習、オンライン授業等を積極的

に実践していくと、こういったことを加筆しております。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 こちらは、重点指導事項の１ 学力向上の取組の推進という項になります

けれども、そちらの①番。学習指導要領の確実な実施の項目の中です。その

１つ目の四角、学習指導要領の理念を踏まえた授業づくりということで、中

ポツが５つあるかというふうに思います。これの５つ目を御覧ください。感

染症や災害の発生等の非常時に、一定期間児童生徒がやむを得ず登校できな

い場合には、指導計画等を踏まえた学習指導と学習状況の把握をオンライン

を活用などして行うことというふうにございまして、先ほど申し上げたこと

と若干重なりますけれども、オンラインを活用した学習指導等を積極的に行

う項をこちらにも設けております。 

 続きましてその下、四角でＩＣＴ機器、機材の効果的活用というとこがご

ざいますが、そちらの中ポツの１つ目でございます。３行目。家庭学習の工

夫、改善を進め、個別最適な学びや協働的な学びの充実を図ることという文

言につきまして加筆をしております。 

 こちらは、児童生徒に１人１台の端末の配付と活用が今進んでおりますけ

れども、各教科等の特性を生かした授業づくりを進めつつ、先ほど出てきま

したＡＩドリルを導入いたしておりますので、こういった教材等も活用しな

がら、家庭学習並びにＩＣＴ機器の活用についての工夫、改善を進めていく

ということを目的として加筆をしております。 

 ３ページを御覧ください。一番上、四角の学力実態の把握による確かな学

力の育成ということで、こちらは文言だけになりますが、２行目の前半部分

に小学生すくすくウォッチという文言を加筆しております。こちらは、大阪

府が行う小学校５年生を対象とした学力調査のようなものでございますの

で、小学校６年生は全国学力学習状況調査、大阪府は同日に５年生に対して

も、こういった学力調査の実施を今年度から始めておりますので、その文言

を加えています。 

 続きまして、４ページを御覧ください。大きな項目、重点指導事項の２ 豊

かでたくましい人間性の育みというところでございますが、そちらの一番下

段、⑨教育的ニーズに応じた支援の充実の１つ目の四角。ともに学び、とも

に育つ教育の充実のところでございますが、１つ目の中ポツのところ、従前

はここが障害のある幼児、児童生徒という表記になっておりましたが、来年

度からは、障害の有無に関わらずと、全ての幼児、児童生徒が、こういった

表記に変えさせていただいております。 

 続きまして、６ページでございます。重点指導事項３ 安心・安全な学校

づくりの推進というところの⑬、児童虐待防止の取組の推進の黒中ポツの３

つ目でございます。こちらは加筆をしております。ヤングケアラーについて

は、その状況は様々であり、表面化しにくいことから、ヤングケアラーにつ

いての教職員の理解を深めるとともに、早期発見、把握に努め、関係機関や

専門家と連携し、適切な支援につなぐことと。 

 今ニュースや報道等でもお聞きになられると思いますが、このヤングケア

ラーということにつきましても、こちらのほうに加筆をしながら、学校現場

と共有をしてまいりたいと。子どもの把握も含めて行ってまいりたいと、こ



 －22－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美濃教育長 

 

 

 

 

浦井理事 

 

 

 

美濃教育長 

 

 

 

 

 

幸教職員課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のように思っています。 

 もう一つ、最後になります。その下、１４番、子どもたちの生命身体を守

る取組の推進の、インターナショナルセーフスクールの推進の中でございま

すけれども、こちらも部分的な文言の追加でございます。 

 ２行目、最後のところから、全校認証を踏まえと、先ほど来から出ており

ますけれども、２２校全てが国際認証を取得した松原市の学校において、引

き続き安心、安全な学校づくりをさらに充実をさせていくということで加筆

をしております。 

 以上が主立った重点指導事項の加筆、修正の部分でございます。 

 ３月につきましては、この後半部分に続きますこの重点指導に沿った具体

的な取組、全体像についてまた御説明をさせていただきたいというふうに思

っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 今御説明申し上げたことにつきまして、何か御質問、御意見等がありまし

たらどうぞよろしくお願いします。 

 以上でございます。 

 

 ただいまの件、何かございますでしょうか。 

 

よろしいですか。 

 他に事務局より、何かございませんか。 

 

 本日、追加議案といたしまして、「松原市立学校の管理運営に関する規則

の一部を改正する規則の制定について」の１件を御提案させていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ただいま事務局より提案されました「松原市立学校の管理運営に関する規

則の一部を改正する規則の制定について」を議案第６号として、審議に入り

ます。 

 それでは、議案第６号「松原市立学校の管理運営に関する規則の一部を改

正する規則の制定について」説明を求めます。 

 

 ホチキス留めの資料を御覧ください。 

 これの後ろから２枚目の新旧対照表が一番分かりやすいと思いますので、

新旧対照表の１ページを御覧ください。 

 ここにつきましては、今まで担当事務を「掌理する」とか「処理する」と

か、あるいは事務「に従事する」とかという文言だったものを、「担任事務

をつかさどる」というふうに全て「つかさどる」に変えます。 

 これにつきましては、平成２９年に学校教育法の第３７条第１４項に定め

る事務職員の職務規定が「事務に従事する」から「事務をつかさどる」に改

正されたというところによります。 

 ただ、今まで文言を改正するだけでは、中身を伴わないことになりますの

で、本市の改正はちょっと待っていたんですが、中身が伴ってきましたので、

本市も改正したいと思っております。 

 で、どういうふうに中身が伴ってきたのかというと、２ページのところな

んですけれども、新たに「共同学校事務室」という項目を設けました。 

本市の事務職員につきましては、基本的に今学校には１名程度しかいない
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んですけれども、事務の専門性を生かした方々。それを、事務だけのことを

するのではなくて学校の事務を一定の責任を持って、自己の担任事項として

処理することとし、より主体的、積極的に学校運営に参画することを目指す

ので、先ほど言ったような「つかさどる」に変えていきます。 

 「共同学校事務室」につきましては、本市において、昔というか平成２６

年までは、各学校に事務職員が複数名基本配置されていまして、そこに運営

補助員という市から配置されている事務をする方もいました。ところが、平

成２７年から事務職員の大幅な加配の削減が府からありまして、ほぼ学校に

１人となってしまいました。 

 その対策としまして、平成２４年度から事務の共同実施というものを行っ

ていまして、平成２４年度からは第四中学校区、平成２７年度からは第五中

学校区、平成２９年度からは第三中学校区、平成３０年度から松原中学校区

で共同実施を行いながら、この平成３０年からは松原市全体で各中学校区で

共同実施を行っています。 

 共同実施といいますのは、中学校区を１つの単位としまして、共同で作業

をしたりしていきます。具体的にはどうかというと、平成２４年度までは、

それぞれの学校の事務でやっていることが大きなところは同じなんですが、

やり方は全て独自性があって、だから事務職員が転勤したら一からまた学び

直さなければならないというようなところだったのを、平成２４年度からの

共同実施について、ファイリングシステムを統一化して、だから同じファイ

ルでみんながやるので分かりやすくなるであるとか、あるいは新規採用職員

がいきなり１人のところに配置されたら、本当に何をするかというところで

難しいところがありますが、それをみんなで支援するであるとか、あるいは

校区カレンダーを保護者向けに作成して、中学校区でこんなことやっていま

すよというのを毎月校区カレンダーで出したりしながら広めていったりし

ていました。 

 平成３０年度からは、全中学校区で共同実施をしたという実績がありまし

たので、実は平成２９年度から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第４７条の５において、共同学校事務室というのが規定されているんですけ

れども、そこからちょっと年数はたってしまいましたが、やっと本市でも共

同学校事務室ができる状態になってきたというところで、この項目を入れさ

せてもらいました。 

 共同学校事務室を作るとどうなるかなんですけれども、これ、今年度１年

かけまして準備会を立ち上げまして、６回準備会をしながら事務の先生方の

準備会に参加したいという希望を持たれていた十数名の方々と議論しなが

ら作ってきたんですけれども、やっぱり今、１人配置なので、判断に迷うこ

とがたくさんあるので、いろんな事務職員と横のつながりができていたら、

その辺を相談しやすいということであるとか、事務職員が誰か長期に休むと

かになった場合に臨時職員が入ってくるけれども、その方の育成とかいうの

がなかなか学校ではできないので、事務職員が協力しながら、そこに行って

教えていかなければならない、そういうところの支援体制をしっかり作るこ

とも必要だと。 

 それから、共同購入。みんなで一緒のものを購入したら、それだけ単価が

安くなるはずだから、財政的にも有効なところがあるのかなというところで

あるとか、事務職員が給与とか旅費とか、お金関係を全部やっていますので、

間違いがあってはいけないので、同じ事務職複数の目で見たほうがよりよい
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のではないかというところと、いろんな相談をしやすいようにこの共同事務

室の室長というのを作りまして、他市におきましては共同事務室という部屋

を作って、そこに定期的に集まって会議をしたりという形態もあるんですけ

れども、本市におきましては、なかなか１つのところにみんなが集まると、

そこの学校に事務がいない日とかができてしまうのが非常に困りますので、

室長がいろんな学校を訪問しながら相談業務をするというふうな形にした

いというふうに考えております。 

 その共同学校事務室を作るに当たって、学校管理規則の一部を改正しまし

て、新たにこの「共同学校事務室」という項目を作ったというところです。 

 ですから、令和４年度からこの共同学校事務室を動かしながら事務の効率

化を図り、その事務職員が、効率化することによって生まれた時間も学校運

営の助けになるように、管理職を支えていけたらなというふうに考えており

ます。 

 説明は以上でございます。 

 

 ただいまの件について、何か御意見、御質問ございませんでしょうか。 

 

 確認なんですけども、１校１人という体制は変わらないのですか。 

 

 基本的に１校１人なんですけれども、この共同事務室を作ることで、今、

事務の職階がありまして、主幹という職階の者を室長に当てようと思ってい

るんですが、その室長のところには、室長がいろんなところに相談業務に行

くわけですから、加配をつけます。 

 だから、２人体制になります。 

 

 この主目的は、人員削減とかではなくて、要は、事務の効率化がメインで

すね。 

 

 事務職員がみんなで、一番いいやり方を考えながらすることで効率化を図

って、そこでできた時間を教頭を助けたりであるとか、そういうふうなとこ

ろに当てて、学校をよりチームとして動けるようにするところが目的であり

ます。 

 

 分かりました。 

 

 共同購入するのはそれでいいんですけど、例えば学校によって、一つ一つ

要るものが違ったりとか、そういう場合はどうなるんですか。 

 

 もちろん、共同購入するものと、それぞれ独自で購入するものがあります

ので、どこの学校でも必要なものは一緒に買うというふうなところでござい

ます。 

 

 会計の監査は校長とかがされるのですか。 

 

 物品購入するとなったとしましても、その実際の支出は市の予算からの支

出になりますので、そこは今までどおり変わらない話になりまして、その物
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品を共同の分として購入する、各校で購入するかという違いはあるんですけ

ども、現状、市の財務会計というシステム上で支出していまして、学校にお

金を渡して、それで買ってくださいという形ではないので、そこは変わらな

いです。 

 

 ありがとうございます。 

 

 ほか、いかがですか。よろしいですか。 

 

 ないように見受けられますので、議案第６号「松原市立学校の管理運営に

関する規則の一部を改正する規則の制定について」を、可決することに異議

ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号「松原市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正

する規則の制定について」は、可決されました。 

 

 それでは、冒頭で非公開と決定しました１件の議案についての審議に入り

ます。 

 関係者だけ残っていただきまして、あとの方は御退席をお願いできればと

思います。 

 

【非公開】 

 

 それでは、以上で本日の案件については全て終了いたしました。これをも

ちまして、令和４年２月定例教育委員会を終わります。長時間にわたりあり

がとうございました。 

 

（閉会宣言午後５時５８分） 

 

 

 

署 名    教育長  美濃 亮      

委 員  佐野 恭彦        

 

 


